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矢野龍渓と『経国美談』について
周　　艷　　君
Yano Ryuukei’s Keikoku Bidan
ZHOU Yanjun
Abstract 
	 Keikoku Bidan	（Young Politicians of Thebes）	is	 a	political	novel	made	up	
of	 two	volumes.	The	first	volume	was	published	 in	March	1883,	and	the	second	
in	February	1884.	The	novel	deals	with	themes	from	ancient	Greek	history.	The	
first	 part	 portrays	 the	 three	 heroes	 Epaminondas,	 Pelopidas	 and	 Mello,	 who	
restored	democratic	politics	 in	Thebes.	The	second	volume	portrays	 the	heroes	
who	repelled	the	Spartan	 invasion	and	 led	Thebes	to	become	the	 leading	city	of	
Greece.	 Keikoku Bidan	 is	 neither	 a	 translation	 of	 another	 work,	 nor	 is	 it	 a	
completely	 original	 work	 of	 fiction,	 rather	 it	 is	 Yano	 Ryuukei’s	（1851-1931）	
creative	reworking	of	events	 from	ancient	Greek	history.	Yano	Ryuukei	worked	
into	his	narrative	the	 ideals	of	constitutional	reform,	himself	being	a	member	of	
a	 constitutional	 reform	 party	 at	 that	 time.	 It	 is	 possible	 to	 discuss	 Keikoku 
Bidan	 from	 many	 different	 angles,	 such	 as	 politics,	 literature,	 character	
development	and	translation.	
	 Even	though	Yano	Ryuukei’s	three	most	famous	novels	were	written	over	
a	span	of	20	years,	 there	are	various	connections	that	show	social	and	personal	
changes.	 In	 order	 to	 discuss	 the	 relationship	 and	 connections	 between	Keikoku 
Bidan	 and	 Yano	 Ryuukei’s	 two	 other	 important	 novels,	 Ukishiro Monogatari 
（The Tale of the Floating Fortress,	 1890）	 and	 Shin-Shakai	（The New Society, 
1902）,	this	paper	explores	the	context	of	 the	period.
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はじめに
　『経国美談』に関する従来の先行研究は『経国美談』の文学的な側面と、政治小説としての一
面に焦点を当てたものが主であった。これらの面から検討した先行研究として、訳本について
の「清末の漢訳小説『経国美談』と戯曲『前本経国美談新戯』―明治政治小説『経国美談』の
導入、受容をめぐって」（寇振鋒『名古屋大學中國語學文學論集』、2006）、「二つの朝鮮語訳『経
国美談』について」（布袋敏博『近代朝鮮文学における日本との関連様相』、1998）、文学に視点
を置いた「『経国美談』とその政治思想」（柳田泉『政治小説研究・上』、1967）、「『花柳春話』
から『経国美談』へ―近代文学形成期への一視点」（林原純生『日本文学』29巻11号、1980）
文体の角度からアプローチした「間作者性と間読者性および文体の問題―「牡丹灯籠」と「経
国美談」の場合」（亀井秀雄『国語国文研究』89、1991）が挙げられる。
　矢野龍渓の作品は、随筆・小説・遊記・論説など様々なジャンルがあり、内容は政治・文学・
思想・経済・外交・文化・教育など様々な分野に触れている。その著作の中において日本で特
に大きな反響を巻き起こしたのは『経国美談』・『浮城物語』・『新社会』である。『経国美談』と
『浮城物語』に関する先行研究はたくさんあるが、前述したように、ほとんどの研究は文学の視
点からアプローチしたものであり、矢野龍渓の作品を、矢野龍渓の生涯の一部分として考察す
る研究は少ない。そこで、まず矢野龍渓の全体のイメージをスケッチするために、思想的・政
治的な視点で、矢野龍渓の作品を分析する。次に彼の作品を個別考察する上で、時間軸におけ
る継承性及び各作品の類似及び相違を捉えることが重要であろう。加えて、矢野龍渓の各段階
における立場、経歴との関連性を考察することが必要だと考える。
　本稿は、『経国美談』・『浮城物語』・『新社会』という三つの作品の類似点、即ち彼が想像した
志士像と、三つの作品の相違点、則ち個人と国家の関係について優位性の変化という課題がど
のように『経国美談』において反映されたのかを論じる。また、矢野龍渓の生涯と作品を全面
的に理解するために、『経国美談』の内容と日本文学における意義及び日中韓における受容を論
じたい。
一、 出版に至るまで
　1881（明治14）年10月13日、福沢諭吉の紹介で大隈重信のブレーンになった矢野龍渓は有名
な開拓使官有物払下げ事件による大隈重信の退官に殉じて、当時務めていた統計院幹事と太政
官大書記官を辞職した。官職を去った矢野龍渓は以前勤めていた郵便報知社に戻り、社長に就
任し、藤田茂吉・尾崎行雄・犬養毅らとともに論陣を張った。1882（明治15）年 3月16日、木
挽町の明治会堂で大隈重信らと嚶鳴社と東洋議政会を統合した立憲改進党結党式に参加した。
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その後、党の組織化、報知社の運営、自由党への応戦などで多忙であったため、過労で、一時
病床につくこととなった。その間ギリシア史を読み、小説執筆の意欲が湧いて、『経国美談』の
腹案を練った。『経国美談』が報知社より出版されたのは、1883（明治16）年 3 月（前編）と
1884（明治17）年 2月（後編）である。しかし、矢野龍渓の中で、民権伸張・憲政樹立の大業
を描いて人心を奮い立たせようとした著作を作る構想は既に数年前から持っていたと考えられ
る。以下に挙げる『龍渓矢野文雄君伝』には、その考えを伺える一節が載せられている。
　先生は、かねてから先づ人心を作興せしめなければ、憲政の確立は望めないと考えてい
た。「凡そ人が生死も顧みないで水火の中へも赴くへのは、その人の胸中に、これが真理で
あり、正確であるとの鞏固たる信念があるからである。この信念に殉じて、生死を眼中に
おかなかった往昔の烈士名人の事蹟や、言動を聞くときは、誰しも感奮興起せずにはをら
れない。（中略）然るに、今民権伸張、憲政樹立の大業は日本始めての事柄であるから、一
般の人心を振ひ起たしむべき歴史も、伝記も、小説もない。これが一大欠点である。由来、
東洋には過去数千年、これ等の運動が曾てなかった為に、日本国民は、未だ立憲運動なる
ものを知らぬ。故にこの際、どうしてもかの王政維新における『日本外史』、『太平記』等
にも比ぶべき一書を国人に与へて、一般の奮起を促さなくてはならぬ。それには、生硬な
論文めいたものよりも、寧ろ『太平記』流に小説体に事を叙して、まづ読者を興味の内に
引入れることが上策である」と考えていた。そして機会ある毎にその腹案を練っていた1）。
　矢野龍渓は『経国美談』を作成する目的は文学界に進出することより、むしろ国民に対する
民権伸張・憲政樹立をもたらすための政治教育にあった。当時の『郵便報知新聞』に断続的に
連載された「京坂紀行」をみると、「六月一四日ヲ以テ京坂ニ向ヒ発途シ、本月十月ヲ以テ東帰
ス」とあり、その間の20日間を私用に供して「百事ヲ放擲シテ心神ヲ静養シ幽閑ノ地ヲ撰テ来
客ヲ避ケ兼テヨリ腹稿ノ己ニ成レル小説一巻ヲ編述シ又其暇ニハ政党政治ノ活理ヲ口述シテ他
ニ執筆セシメン」と述べている。このころ既に大体の骨組は出来ていたと考えられる。その時
期は民権運動最盛期にあたり、矢野龍渓がその渦中の人物であった以上、「腹稿ノ己ニ成レル小
説」つまり『経国美談』が彼の自由民権思想を反映したものであることは想像にかたくない2）。
　当時、立憲改進党の重役であり、政界の花形役者であった矢野龍渓は、政治理念宣伝のため
に、忙殺され、とても著作などの暇な無くて、1882（明治15）年晩春の病床についたことが思
いがけなく矢野龍渓の宿志を遂げさせる動機を作った。矢野龍渓は『経国美談』前編の序文に
「明治十五年春夏ノ交、予疾アリ。病蓐連旬、無聊ニ勝ヘス、眼史冊ニ倦ム。」と言った。また
彼は「即チ和漢ノ小説ヲ求テ之ヲ読ム。諸書脚色陣套、語気卑下ニシテ、人意ニ満タサルヲ憾
	1）	 小栗又一『龍渓矢野文雄君伝』、大空社、1993年 6 月20日、215-216頁。
	2）	 小川武敏　「『経国美談』の構造―想実論の前段階として」、『文芸研究』、第41号、 2頁。
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ム。後チ数字手ニ任セテ枕上ノ書ヲ取リ之ヲ読ム。巻中會々希腊、斉武勃興ノ事跡ヲ記ス。其
事奇異、粉飾ヲ加ヘスシテ人ヲ悦ハシムルニ至る。」と言っている。そこで彼は病床にいながら
も、ギリシア史を元にして一編の歴史小説としてまとめようと考えたのである。参考にした主
なギリシア史とは、Geoge.Grote のギリシア史（12冊）、John.Gillies のギリシア史（ 8 冊）、	
Connop.TJhirlwallのギリシア史（ 8冊）、Geoge.w.Cox.のギリシア及びローマの古代史（ 1冊）、
William.Smithのギリシア史（ 1冊）であった3）。
　さて実際に書くともなると、矢野龍渓は「右腕ニ疾アリ、親ラ筆管ヲ執ルニ勝ヘス」ので、
当時の報知社の記者であった佐藤蔵太郎4）に口述して筆記させ、後で矢野龍渓が修正の筆を入
れた。このようにして、1883（明治16）年 3月15日、矢野龍渓33歳の時『経国美談』の前編が
世に送り出された。
　偶然かもしれないが、『経国美談』の前編だけではなく、後編の着手の動機も矢野龍渓の病気
であった。『経国美談』後編の序文に次のように書いた文がある。
　是歳八月ヨリ九月ニ至ルマテ、微恙ノ故ヲ以テ親ラ社務ヲ執ラス。家居シテ痾ヲ養ヒ、
時ニ　　論説ヲ草シテ、之ヲ社友ニ寄スルノミ。十月ニ至リ箕浦、犬養ノ二兄ハ尚遊テ北
越東羽ニ在リト雖モ、藤田兄ハ病稍ヤ癒テ、社務ヲ監シ、尾崎兄ハ、地租改正ノ議ニ関シ、
大篇ヲ結撰スルノ挙アリ。余ノ心身少ク閑シナルヲ得、乃チ二兄ニ請テ二ケ月間ヲ仮リ、
遂ニ述作ニ従事スルニ至ル5）。
　後篇もまた矢野龍渓は「宿疾未ダ差ヘズ搦管ニ便ナラザル」のため「筆記法ニ熟スル若林玵
蔵氏ヲ招キ余ガ口授スル所ノ文辞ヲ筆記セシムルニ決ス」6）ことになり、後で矢野龍渓がその筆
記に筆を入れた。後編は1884（明治17）年 2月18日、矢野龍渓は34歳の時に出版された。
二、『経国美談』の概略
　長文になるが、『経国美談』の内容と訳本を論じる際、参考にもなるので、『経国美談』各回
の題目を掲げておく。前篇の20篇、後篇の25篇を合わせて『経国美談』は全45篇が収められて
いる。
　『経国美談』の全体の構成は次の通りである。
	3）	 矢野龍渓『経国美談』、岩波書店、1975年、前篇凡例。
	4）	 佐藤蔵太郎は矢野龍渓と同郷で佐伯出身の人であり、当時菊亭香水と号し、『惨風悲雨世路日記』などの
小説を書いて売り出していた友人でもある。
	5）	 矢野龍渓『経国美談』、岩波書店、1975年、後篇自序。
	6）	 前掲『経国美談』後篇、自序。若林玵蔵は当時報知社の記者であり、のち矢野龍渓の妻の姪と結婚した。
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　第一回、賢王賢士濟民ノ功業ヲ立ツ、一群童子等史談ニ感激ス。
　第二回、希腊列国ノ形勢
　第三回、奸党詭計ヲ用ヰ民政ヲ覆ス、諸名士難ヲ脱シテ阿善ニ走ル
　第四回、兵威ヲ弄テ公會ヲ解放、大會ニ諸名士縛ニ就ク
　第五回、江上ノ漁舟夜恩人ヲ救フ、政論場ニ壮士国難ヲ訴フ
　第六回、英雄回復ノ援兵ヲ乞フ、偸安ノ官史応援ヲ沮ム
　第七回、太子妖魔ヲ斫テ民害ヲ除ク、奸党刺客ヲ放テ名士ヲ殺ス
　第八回、列国ノ法官大ニ斉武ニ会号ス、名士正理ヲ論ジテ法官ヲ挫ク
　第九回、美人暗ニ英雄ヲ救援ス、狙撃ヲ避テ名士離散ス
　第十回、暴威ヲ逞クシテ覇国阿善ニ迫ル、人民ヲ激励シテ論士旧誼ニ報ユ
　第十一回、山中ノ隠士禍福ヲ説ク、孤村ノ月夜主従再会ス
　第十二回、小憤ノ為ニ豪傑身ヲ誤ル、諸名士境上ニ囚徒ヲ奪フ
　第十三回、賢士獄中ニ在テ理学ヲ修ム
　第十四回、名士身ヲ屈シテ回復ヲ謀ル、壮士慷慨シテ変節ヲ詰ル
　第十五回、賢士治乱ヲ説テ親友ヲ諌ム、英雄機ヲ察シテ大計ヲ定ム
　第十六回、諸名士死ヲ決シテ国都ニ帰ル
　第十七回、人民ノ為ニ天意小价ヲ遅延ス、奸人急使ヲ馳セテ秘謀ヲ報ズ
　第十八回、十二ノ婦人宴席ニ入ル
　第十九回、賢将古廟ニ義兵ヲ部署ス、人民會党ニ回復ヲ布告ス
　第二十回、功ヲ賞シ労ニ報テ国内清平ニ帰ス、覇国大ニ同盟軍ヲ挙テ斉武ヲ侵ス
後篇の25回：
　第一回、斉人民発シテ二険ヲ扼守ス、名士使ヲ奉ジテ佳人ニ再会ス
　第二回、阿善国都ニ暴民紀綱ヲ紊ル、公會党上ニ阿慈頓節ニ死ス
　第三回、平昆守リヲ失ヒ斉兵夜奔ル、乱民都ヲ焚キ淑女難ニ遭フ
　第四回、孤城圍ヲ受テ糧食ニ困ム、二商弗拉太ニ斯将ヲ説ク
　第五回、古柏村ニ将軍隠士ヲ訪ネフ、涇比川ニ牧童短筆ヲ吹ク
　第六回、三士大ニ靖難ノ義ヲ唱フ、義男兵街上ニ乱民ト戦フ
　第七回、援軍城外ニ死戦ノ陣ヲ布ク、ニ国平羅ニ同盟ノ約ヲ結ブ
　第八回、帝慈渓ニ健児重圍ヲ斫ル、紅平湖ニ英雄奇士ニ逢フ
　第九回、大志ヲ語テ少年援助ヲ請フ、往事ヲ説テ慈母二女ヲ戒ム
　第十回、戦畧ヲ定テ馬軍驍将ヲ斬ル、東海ヲ争テ艦隊能李二戦フ
　第十一回、薄命ヲ憐テ二名士婚ヲ定ム、属邦ヲ救テ斯軍慕知ヲ侵ス
　第十二回、羽箭地峡二白馬ノ将ヲ謝ル、壮士ヲ愛シテ老王虜ヲ釋ス
　第十三回、小捷二狃テ斉人隙ヲ同盟国二啓ク、兵戈ニ苦テ諸国大平和ノ議ヲ容ル
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　第十四回、列国ノ英雄一堂ニ會ス、斉使大會ニ舊典ヲ争フ
　第十五回、斯人大ニ同盟列国ノ兵ヲ挙グ、野戦ヲ決シテ斉人存亡ヲ賭ス
　第十六回、残夜帳中ニ冤鬼夢ニ入ル、春風原頭ニ古墳祭ヲ享ク
　第十七回、列国ノ大兵大ニ隆具ノ野ニ戦フ
　第十八回、斉人礼ヲ備ヘテ屍ヲ送ル、舊法一日眼ヲ斯国二閉ヅ
　第十九回、覇業地二墜チ南邉紛擾ス、志士義ヲ唱テ柳珂勃興ス
　第二十回、舊怨ヲ報ジテ大兵都ヲ囲ム、奇才ヲ嘆ジテ老将兵ヲ旋ス
　第二十一回、聯邦柳珂ニ公都ヲ築ク、斉人米世ニ廃国ヲ興ス
　第二十二回、賢将国ヲ愛シテ典法ヲ犯ス、名士請ヲ容レテ北部ヲ鎮ス
　第二十三回、太子兵ヲ督シテ無涙ノ捷ヲ得、賤卒難ヲ聞テ總督ノ印ヲ帯ブ
　第二十四回、英雄誤テ毒手ニ落ツ、賢将奮テ親友ヲ救フ
　第二十五回、縦横計成テ覇業定マル、内政治ル後チ国威振フ7）
　舞台は紀元前382年頃の希腊（ギリシア）北部の民政国家即ち斉武（テーベ）である。当時、
斉武の人民議会内には民政党つまり正党と専制党つまり奸党という対立している二つの大きい
勢力が存在していた。斉武に住んでいる主人公の巴比陀（ペロピダス）、威波能（エパメイノン
ダス）、瑪留（メルロー）という三人の青年はそれぞれ「知、仁、勇」に勝れた民政党員であっ
た。あるとき、専制党が斯波多（スパルタ）兵を後援に政変を起こしたため、斉武の民政は危
機に陥り、前述の三人を含む民政党の志士達は危急の秋を迎える。巴比陀と威波能は阿善（ア
テネ）へと逃げ、威波能は国内で捕まった。それを契機として民政党員達にとっては恐怖時代
が出現した。専制党による政変発生から四年後、巴比陀が率いた正党の勇士ら12名が民政を回
復するために、奇計を図って、奸党の巨魁を刺した。後に来た威波能も同志を率いて斯波多の
戌兵を退けた。正党の志士達によって民政が回復した。
　後篇は斯波多王亜是刺（アゼシラオス）が大挙して、斉武を伐たんと挙兵したのに対して、
力を蓄えていた斉武は、阿善と連盟して、三度と斯波多軍を大いに破った。阿善の国運はます
ます高くなり、積極的に国威を伸張しているところに、外交に問題が発生した。連年の戦争の
ため、ギリシア全土大平和論に賛成する国家が次第に多くなったのである。紀元前371年に、斯
波多の首都で全ギリシアの大平和会議を行うことになり斯波多と阿善は秘密裡に諒解をとげ、
テーベを抑えて、ギリシアの覇権を分割しようとした。これに気づいた斉武は、威波能を使節
として派遣した。しかし、威波能が斯波多王亜是刺と正面衝突した時、阿善は、斯波多の味方
で默視した。後に、斯波多は40万の大軍を挙げて、四度に渡って斉武を征伐した。斉武は戦争
	7）	 柳田泉の「『経国美談』とその政治理想」（『政治小説研究・上』、1967年）によれば、第25回の題目は矢
野龍渓が強調している政治の根本内な要件である秩序の意味を語っている。筆者はこの第25回の題目は『経
国美談』の主旨であり、矢野龍渓が当時の政治追求である。つまり、国政改革と国威振起である。
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を決意し、30万の兵を集め、その中の20万を威波能と巴比陀に与えた。結果的に、斯波多は威
波能の武略に大敗した。史上、これはレウクトラの戦と呼ばれる。この一戦で、斯波多の覇権
はなくなり、斉武の覇権的な地位が決定的となったのである。
　以上が『経国美談』のである。『経国美談』は前後 2篇に渡る45篇の長い話の中には、歴史に
忠実な内容だけでなく、矢野龍渓の創作による内容が含まれている8）。例えば、前編の賢王格徳
のこと、テセス王と迷宮のこと、巴比陀と令南（レオナ）との相思など、後篇では利宗明一家
と巴比陀、威波能諸名士のこと及び巴比陀が大會戦の前夜に見た夢中の冤鬼のことなどが挙げ
られる。これらのストーリーは非常に手際よく効果的に織り込まれている9）。
　『経国美談』の最後は「斉武ノ諸名士ガ十九年間ニ於テ、内ハ奸党ヲ除キ、外ハ国勢ヲ伸張セ
ル、経国ノ美談ヲ記シ来テ、筆ヲ比ノ最盛ノ年ニ止ム。読者諸名士ガ、新国ヲ興セル、大業ノ
秩序ト、其ノ寬猛、中ヲ得タルの挙動トヲ記憶セヨ」と結んだ。大隈重信の退官に殉じて、官
途を去った矢野龍渓がもし政界に志を得ていたならば、国内においては立憲政を一日も早く確
立し、国力の充実を図るとともに、国外に向かっては世界列国の連盟と世界大平和を提唱した
であろうことは、この『経国美談』の全篇にみなぎる気迫から推察することができるだろう。
三、『経国美談』における志士像と理想像
　『経国美談』の主人公は前章から分かるように巴比陀（ペロピダス）、威波能（エパメイノン
ダス）、瑪留（メルロー）三人である。巴比陀は「才略抜群、人品優美」の「英雄」であり、威
波能は「寬厚深沈ニシテ善ク兵ヲ用ヰ」る「盛徳の賢士」であり、または瑪留は多少愚鈍らし
いが「武芸絶倫、勇力無比」の「豪傑」である。この人物設定は矢野龍渓の人物観、あるいは
理想化された人物観を反映していると考えられる。まず巴比陀は幼いころより文武の教育をう
け、他の施す慈善の心を持ち、若い時から高潔の士とされている。後斯波多兵と組んだ奸党の
政変が成功した際、巴比陀は瑪留など数人の同志を率いて、阿善へ赴いて斉武市内を脱出しよ
うとした。威波能は「容貌ハ恰モ眠レルガ如ク言笑殊ニ少」い、かなり東洋的風趣ももった「盛
徳の賢士」である。前篇の第三回に斉武の民政は奸党に転覆された時、巴比陀と瑪留を含めて、
人人は一刻も早く隣国の阿善へ亡命した。
　しかしながら、威波能はそれと違って、公会へ行って、反奸党演説を大いに行った。最後に
は捕まったが、獄中の威波能は第十三回「賢士獄中ニ在テ理学ヲ修ム」のいう如く、獄中で理
	8）	『経国美談』が歴史に忠実している「実」のところと作者が想像していた「虚」ところつまり『経国美
談』の想実論に関しては、小川武敏の「『経国美談』の構造―想実論の前段階」（『文芸研究』第41号、19
頁）には詳細な論述がある。小川武敏によれば、矢野龍渓の創作になる『経国美談』前編の虚構部分が、ほ
とんど主要な登場人物の周辺に限られている。つまり、「虚」に属する部分はいずれも人物個々の行動に限
られていた。
	9）	 柳田泉　「『経国美談』とその政治理想」、『政治小説研究・上』、春秋社、1967年、190頁。
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学・哲学・歴史学などの学問に没頭していた。前田愛氏の『日本近代文学大系 2明治政治小説
集』10）における論述によれば、ここは史実ではなくて矢野龍渓の創作であることを考慮に入れる
べきであり、獄中の威波能の「英雄豪傑」のイメージは矢野龍渓の理想的な政治家のイメージ
にあたると考えられている。また、前篇のクライマックスである第十七回の「人民ノ為ニ天意
小价ヲ遅延ス、奸人急使ヲ馳セテ秘謀ヲ報ズ」において、威波能がどのようなキャラクターで
あるのかもよく見える。正党名士である比留利（ヒルリダス）が禍を避けるために、奸党に屈
しているが、巴比陀は比留利と密謀し、待機して潜入刺奸の挙を行うことを比留利と約した。
比留利は奸党が自分の労を慰める宴会の反礼としての盛宴を行う際、奸党の頭目を招いた。こ
のことを巴比陀に報告したら、巴比陀は今回のチャンスを掴んで、宴会に潜入して、奸党を一
掃し、民政回復のことをあげようと決心した。しかし、巴比陀がこのことを威波能に知らせて、
威波能は「若シアゼンニ在ルノ朋友、皆挙シテ奇計ヲ可トシ、之ヲ挙行セント欲スルモ、我レ
一人ハ。決シテ其ノ密謀ニ、与ミスル能ハザルナリ」と、詭計への参加を拒絶した。これは巴
比陀と威波能の政治手段の個人認識の相違であろうか。筆者はむしろ当時、改進党が唱えてい
た穏健な改革手段を託したものであり、威波能が正々堂々たる人物として描かれているのは矢
野龍渓自身の政治人としての理想像が込められていると考えられる。前述の小川武敏氏は「巴
比陀よりも、威波能によって、矢野龍渓の理想的な人間像はよく具現されている」という点に
関しては、筆者も全く同意見である。
　この類型的理想像の中で、やや異彩を放っているのは瑪留である。瑪留は『経国美談』にお
けるイメージは愚鈍らしいが「武芸絶倫、勇力無比」の「豪傑」と最初に設定された。団体行
動があるとき、ほかに何事をいわず、ひたすら走る回る人物である。小川武敏氏は、この瑪留
は「最も虚構性の多い人物」であるとし11）、越智治雄は、「一番人間としての造形はおもしろく
できている」人物であるとしている12）。また、注意すべきところとして、このような瑪留のキャ
ラクター設定は、前田愛氏のいうように『三国志』の張飛や『西游记』の猪八戒の造形を借用
し13）、柳田泉氏のいうように、『水湖伝』の黒旋風李逵の姿を借用したといえるのではないか14）。
柳田氏は『経国美談』には、瑪留の設定だけではなくて、「威波能のどこかに龍渓の崇拝したと
いう諸葛亮や韓魏の面影」があると語っている15）。いずれにして、柳田氏が言うように、矢野龍
10）	『日本近代文学大系 2明治政治小説集』、解説越智治雄、注釈山田有策・前田愛、角川書店刊、1974年 3
月。
11）	 小川武敏「『経国美談』の構造―想実論の前段階として」（『文芸研究』第41号、明治大学文学部文学科
紀要）、1979年 3 月、18頁。
12）	『シンポジウム日本文学12近代文学の成立』第 2章「政治小説の問題」における越智治雄の発言。
13）	『日本近代文学大系 2明治政治小説集』、解説越智治雄、注釈山田有策・前田愛、角川書店刊、1974年 3
月。
14）	 柳田泉　「『経国美談』とその政治理想」、『政治小説研究・上』春秋社、1967年、192頁。
15）	 前掲柳田1967年、192頁。
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渓はもともと歴史に興味があり、左伝・戦国策・史記・水湖伝、さらにフランス革命史、近代
列国の歴史からの影響も、矢野龍渓が描いた瑪留の人物造形を知る手段となるといえる16）。
　以上のように、巴比陀・威波能・瑪留の人物像はそれぞれ違うところがあるが、いずれも無
私無欲、ひたすら人民の福利を考える崇高な政治家像として造形されている。これはむしろ政
治家として矢野龍渓の理想的な自己像あるいは、自分が追求している理想的政治家像を投影し
ているといえる。
四、『経国美談』における個人と国家
　政治、国家、戦争、自由、権利、友情、恋愛など様々なサブプロットが織り込まれている『経
国美談』の登場人物は、巴比陀・威波能・瑪留のほかにも令南・李志・利宗明・比留利・亜留
智・家宰李温などもいる。彼らが小説に出るエピソードは数少ないが、矢野龍渓の筆によるこ
れらの人物はいずれも、みな誇りと自信があり、国家の為に、自分なりの役目を与えられてい
る。ここから矢野龍渓が日本に対しての信頼感、または健康的な心理状態が伺えるのではない
だろうか。彼は大隈重信の退官に殉じて辞職した後でも、政治的向上心は失っていなかった。
それは彼の後の政党生活に影響を与えたと考えられる。矢野龍渓のこの感覚は作品のキャラク
ターに投影され、健全な市民達の姿勢を示したのであろう。第三回の「乱民都ヲ焚キ淑女難ニ
遭フ」に、お互いに巴比陀と愛慕の情を持っている令南は父とともに、処女のままで暴虐の手
に斃された。非業の死に遭われた令南のエピソードは恋愛らしいエピソードの少ないストーリ
ーの中において非常に目立つ。令南を描写した文は少ないが、全体的に「静淑温厚」の造型で
登場された。栗本鋤雲の評に「荊棘叢中。忽着一朶ノ芙蓉」の言っていたのは令南のことであ
る。巴比陀、威波能も英雄であっても英雄ではない。彼達に魅力的なものはあくまでも国家の
ために犠牲する精神と人間的な誠実であり、「自他ノ福利益増進」のために奉仕し男女達であ
る。
　この市民達の利益と国家の理念との間に、矛盾があった時、市民の反応はどうであろうか。
奸党は別として、民権伸張のために戦う名士達は当然として国家のために身を捧げていた。矢
野龍渓の感覚の中で、国家に自分を貢献しようと生き生きしていた名士達の最終追求はなんで
あろか。単純で考えれば、自己利益を考慮に入れずただ国家・人民のためであろう。矢野龍渓
の感覚は予想どおり単純である。前篇の終回「功ヲ賞シ労ニ報テ国内清平ニ帰ス、覇国大ニ同
盟軍ヲ挙テ斉武ヲ侵ス」に、辛うじて奸党を除いた後に勝利の成果を分ける際、議員選挙の結
果は巴比陀、威波能及び加倫、勢應本の四人の得票数が最も多かった。しかしながら、巴比陀
16）	 同上、ただ、注意すべきは、柳田氏は、『経国美談』の人物配置における問題は、「人物が道徳概念のお
化けになり、前編が極めて機械的な教訓的な浅薄なものと」なると指摘した。これは『経国美談』に対し
て限られた消極的な評判である。
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は「余ガ今日ニ至ルマデ、力ヲ国事ニ尽シテ、辛労ヲ辞セザル所以ノ者ハ、是唯自他ノ福利ヲ
増進センガ為メナリ。若シ夫レ一身ノ公名利達ヲ求ムルハ是レ余ノ本意ニアラズ。」と語って、
威波能とともに辞退した。巴比陀、威波能における市民としての個の理想は、いかなる場合に
も、自己利益がなく、国家のために自分を貢献する理想だと言える。
　しかし、矢野龍渓における個人と国家を取り扱う際に、注意すべきところは、前述した小川
氏の非常に興味深い論説にある17）。その中で小川氏は、『経国美談』前篇において三人の人物を
豊かに肉付けし、それぞれ現実での行動の規範となりうる性質を有していたが、後編において、
人物造形の熱意が著しく減衰することになったことを指摘し、後編の斉武の民政改革を少数の
英雄の手によって行わせ、民主制と寡頭制と二元論で割り切る矢野龍渓の倫理感覚は、高尚な
人格を備えた英雄でないかぎり政治に関わる資格はないと判断した。また、小川氏は、『経国美
談』の前篇は「知識人の文学」（人民の優位性）18）という原初的な形態であったが、後編におい
て、「個」としての人間に対する作者の関心が薄れていることをも示されたので、ここにおいて
『経国美談』はいわば「国家のための文学」（政治の優位性）へ移行したと論じた。確かに前篇
から後篇へと人物造形の熱意の減衰が伺える。「国家の優位性」の理論は現代において、不適応
なところもあると思われるが、その時代における今後の国の方向の決め手として、ほとんどの
政治役者にとっては、ほかに選べる余裕のない選択肢であろう。
五、『経国美談』の感化力
　『経国美談』が明治時代の文学界に与えた影響も無視できない。従来風刺であるとされていた
小説が政治と繋がって、当時の青年政治の唱采を浴び、深い感銘を与え、広く読まれたのであ
る。青年らが愛好した作家として、徳冨蘆花・片山潜・高安月郊・北村透谷・国木田独歩・田
山花袋などの名が挙げられる。例えば、徳冨蘆花は、『思出の記』19）の有名な一節「それから経
国美談の番で、僕らは幾番徹夜してイパミノンダスピロピダスとテーベの経営に目を悪くした
かもしれぬ」と『経国美談』の流行の様子を表した。『経国美談』の賛美者の中には、もちろん
改進党の同志が多いが、当時改進党と対立している自由党の青年政客も多かった。ここからも
『経国美談』の感化力が伺える。また、当時の『絵入自由新聞』20）は「前代未聞、東洋開闢以来の
17）	 小川武敏　「『経国美談』の構造―想実論の前段階として」、『文芸研究』、第41号、35頁。
18）	 筆者注、小川氏は前文において、『経国美談』は「自由民権論」を一国の興亡に絡ませて描いた点を考え
ると、「知識人の文学」の出現であったものにほかならない。また、『経国美談』の前篇には、「正実」が強
調される意味は原始的な形態の「人生のための文学」にあるとのように述べられている。
19）	 徳冨蘆花『思出の記』上　三の巻、第11、岩波書店、1969年 6 月。
20）	 五二六、五二七号、明治19年 9 月13日、14日、この新聞は『経国美談』の作者が日本人だと信じられな
くて、西洋の原書をそのまま翻訳したのでもないと、これほどの名作が出るわけがないという意味を公言
した。
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傑作」と『経国美談』にこの上のない賛美を与えた。かつ、前述した藪氏は「『経国美談』は開
花の人々の心を健康な感覚で刺激し、ありうる新しい世界への期待を呼び起こす質のものたり
得ていた」21）と論じた。
　さらに、柳田氏の言葉を借りるならば22）、当時政府の言論圧迫に対抗するために自由講談の旗
を建てて奮闘努力していた青年志士奥宮健之・同健吉・龍野周一朗・福井茂兵衛などは、好ん
で『経国美談』を講談化し、大衆の前に演じていつも大喝采を博した。また1884（明治17）年
の加波山事件と蔭密な関係のあった小久保喜七は、その頃の同志が、皆この小説を愛読したこ
とを追想し、巴比陀の作という『春の花』23）の歌を詠んで、志気を鼓舞し合ったことを語ってい
る。また、柳田氏自身も
　光彩ある主題と、興味深い史実と、雄大な結構と、巧妙な説話と、流麗な文章とに魅惑
され、若い血を躍らして書中の青年政治家の奮闘に同情し共鳴し、幾分冷静な龍渓の政治
的寓意の如きは、省思する余裕をもたなかったのであろう。或る人々は、よしこれに多少
気づいたにしても、この小説が時代ちがいの傑作である以上に、著者龍渓の造詣の博大な
のに圧倒され気味で、（中略）いずれにしても、吾等は、ここにも亦、龍渓の文学的才分卓
抜なのを認める。（中略）支那小説の愛読から学んだところの、照応・付線・波瀾・抑揚な
どという語辞で表わされている記述のテクニックが、類を尽くして用いられ、（中略）却っ
て謂う如き古典的な美を生む。この一点では、明治の歴史小説で『経国美談』を凌ぐよう
なものは、ほとんどあるまい」と著者も含めて『経国美談』を非常に評価した。
　ほかにも、小栗又一は「この書の前編が一たび世に現れるや、全国に非常なるセンセーショ
ンを巻き起こした、当時苟くも将来に望みを抱く青年にして『経国美談』を読まぬ者は殆どな
いと言われたが、全国の青年に、如何に大きな激動を与えたかは、幾十版といふその頃として
未曾有の版数を重ねた一事に徴しても推して知るべきである。」24）と『経国美談』がいかに飛ぶよ
うに売れたのかを説いた。
　斉武の民政の廃除という主題で、民政の快復、国政改革、民心安定、国威振起、国権伸張、
邦本固定、世界大平和の大業の達成を描く『経国美談』は、明治文学史に政治小説創作の嚆矢
であるという言い方は今までの研究によって既に認められた見方である。『経国美談』を含めて
21）	 藪禎子　「『経国美談』論」、『国語国文研究』第65号、1981年 2 月、北海道大学国文学会、 9頁。
22）	 柳田泉　「『経国美談』とその政治理想」、『政治小説研究・上』、春秋社、1967年、202頁。
23）	『経国美談』前篇第十一回、巴比陀が単身本国に潜入しようとして、途中の山家に空しく病臥の身となっ
た時、月夜この歌を聴いて、歌の主家宰礼温と出会うこと。歌の内容としては「見渡セハ　野ノ末　山ノ
端マデモ　花ナキ里ソナカリケル　今ヲ盛リニ咲キ揃フ　色香愛タキ其花モ　過キ越シ方ヲ尋ヌレバ　憂
キコトノミゾ多カリキ…略」である。
24）	 小栗又一　『龍渓矢野文雄君伝、大空社、1993年 6 月、217頁。
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最初の政治小説の創作によって、明治初期の文学界文学史上空前の「政治小説創作ブーム」が
もたらされたことがある。例えば、後に出版された東海散士の『佳人ノ奇遇』（初篇は1885年）、
末広鉄腸の『雪中梅』（1886年）、『花間鶯』（1887年）などの例が挙げられる。政変によって下
野した政府のもと高官であり、著名なジャーナリストであった矢野龍渓の手でなった『経国美
談』の出版も、従来「婦女子」の「手なぐさみの道具」と考えられてきた小説を政治とつなげ、
戯作と貶められた小説の地位を、多少でも向上させることに力を入れた25）。高名な政治家みずか
らが筆を執った作品というだけでも、当時の人々にとっては新鮮な驚きであり、小説家の社会
的地位が『経国美談』の誕生によって向上させられたことは、今から見れば、理解しがたいで
あろう。ここまでは日本における『経国美談』の影響を見てきた。次からは中国と韓国におけ
る『経国美談』の訳本と影響について見ていきたいと思う。
六、『経国美談』の訳本
　先行研究を眺めると、『経国美談』の漢訳版の単行本は 4種類26）と 5種類27）という 2つの説が
ある。まず 4種類の場合であるが、周逵訳の1907（明治40）年広智書局刊本と雨塵子訳本、1902
（明治35）年上海商務印書館線装二冊本及び平装一册本である。ただ、中村忠行によれば28）、雨
塵子は周逵の筆名であり、山田敬三によれば29）、商務印書館線装二冊本と平装一册本の内容は同
一だと考えられる。次に 5種類の場合であるが、1902（明治35）年の線装二冊本、訳者不詳；
1907（明治40）年広智書局刊本、周逵訳述、捫虱談虎客（即ち韓文挙）評本；出版社、出版地、
訳者署名一切ない版本；出版社、出版地がないが、署名は「雨塵子」訳本；出版社、出版地、
訳者署名がないが、『経国美談』と題名しての全編一冊版本である。いずれも、単行本は1900
（明治33）年に『清議報』誌上に連載されてから出版されたものであり、『清議報』誌上の『経
国美談』は糸口だと考えられる。
　当時、「華人五千二百七十名」30）が日本に在留していたとみられ、その中の「総共三千二百五
十二人」31）、つまり60パーセント以上が横浜に集中していた。梁啓超らはこうした華人の集中地
であった横浜を拠点にして、近代政治思想の宣伝と導入に取り込み、その最初の舞台は『清議
報』であった。その発行部数は「本報ハ創設以来僅カニ数月而シテ発兌数毎回四千余冊ニ達
25）	 柳田泉　「『経国美談』とその政治理想」、『政治小説研究・上』、春秋社、1967年、206頁。
26）	 阿英『晩清戯曲小説目』、上海文芸聯合出版社、1954年 8 月、165頁。
27）	邹振環　『『経国美談』の漢訳と清末民初における影響』、『東方翻訳』、2013年10月、	43頁。
28）	 中村忠行　『晩清における虚無党小説』、『天理大学学報』、第85輯、149頁。
29）	 山田敬三　「「清議報」誌上の漢訳『経国美談』―中国政治小説研究札記」　『文化学年報』第 3号、神戸
大学大学院、文学研究、1984年 3 月、202頁。
30）	『清議報』、第17冊。
31）	『清議報』、第 1冊。「現在旅横浜清人。総共三千二百五十二人。」
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ス」32）とされ、発売所は東京・横浜・大阪・神戸などの日本国内と、北京・天津・上海・福州・
黒龍江などの中国大陸だけではなく、香港・朝鮮・澳門・シンガポール・サンフランシスコ・
ホノルルなどを含めて、華僑社会を中心にして内外の三十ほどの所で発行されたとされる33）。
　『清議報』は旬刊であって、月に三冊刊行された。初刊は1898（明治31）年12月23日で、最後
の刊行は1901（明治34）年12月21日の第100册である。『清議報』の内容は「変法」のための政
論から初めて、国内外の時事問題、学説の紹介・翻訳・寄稿・詩文・随筆など幅広い内容を取
り扱った。漢訳『経国美談』を連載する前には、東海散士の『佳人ノ奇遇』の漢訳版『佳人奇
遇』と題して創刊号以来ほぼ毎号掲載された。『経国美談』は1900（明治33）年 2月20日発行の
第36冊から、1900（明治33）年 7月11日の第51册まで渡って前篇20回が掲載された。1900（明
治33）年 8月15日の第54册から後篇も連載されたが、1901（明治34）年 1月11日の第19回で連
載は終了した。最後に刊行された第100册には、「政治小説佳人奇遇経国美談合刻」と題した広
告に「今特将全書合刻、用洋装精式釘装成帙、尽本年内出書」が掲載された。しかし、1901（明
治34）年の刊行本が存在していないようで、合刻本の出版は恐らく1902（明治35）年に入って
からのことであり、前述した1902（明治36）年上海商務印書館線装二冊本あるいは平装一册本
はこれに相当するのではないか今までまだ判明してない状況である。
　もう一つの未判明の問題は訳者である。『清議報』誌上の漢訳『経国美談』には、訳者名は記
載されていないため、誰が翻訳したのかについては確定しない。そのような状況ではあるが、
そうではないかと仮定できる人物は以下の人物である。まず、阿英（1900― 1977、小説家・
劇作家・文芸評論家）によれば、周逵であるとされ34）、馮自由氏によれば、周宏業であるとい
う35）。後の王暁平氏もこの説に従った。馬祖毅によれば、梁啓超である36）。また、最新な研究と
して、邹振環氏が2013年に公表された『『経国美談』の漢訳と清末民初における影響』におい
て、「現在すでに該当訳本の漢訳者が維新派の人物である周宏業と判明できる紛れもない資料が
あった」と指摘した。
　『清議報』誌上の漢訳『経国美談』は決して原作の忠実な翻訳ではないことは知られている。
漢訳と原作の回数が同じで20回だが、内容が調整されている。その主な調整方法は次のような
ものである。まず、原文のストーリーの主筋を基本的に変えず、後回の内容を取って前回に置
いたり、前回の内容を取って後回に置いたりし、章回と章回の間の切り目を変更する方法や、
部分的に補充説明や付加事項を加えた方法である。このセットを応じるために、文字上のリフ
ォームも避けられない。例えば、原作の第二回の「希腊列国ノ形勢」はギリシア列国の情勢と
32）	『清議報』、第13冊、「記事拡張ト広告募集」。
33）	 山田敬三　「「清議報」誌上の漢訳『経国美談』―中国政治小説研究札記」　『文化学年報』第 3号、神戸
大学大学院、文学研究、1984年 3 月、200頁。
34）	『晩清戯曲小説目』、上海文芸聯合出版社、1954年 8 月、165頁
35）	 馮自由　「興中会時期之革命同志」、『革命逸史』第三集、中華書局、1981年、148頁。
36）	 馬祖毅『中国翻訳簡史』　中国対外翻訳出版社、1984年、288頁。
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斉武国内の危機という背景紹介だけでが、漢訳は第三部分の巴比陀と威波能との国政に関する
議論と巴比陀と居宅主人との家事に関する談話の内容を第二回に帰属させた。漢訳の第二回の
題目もそれに応じて「二強国日就衰頽、両英雄密商国事」に変えた。原作には 5処単句があっ
たが、漢訳の単行本には、すべて対句となるように工夫していた。漢訳は懸念を設置したりし
たことで、全体的にストーリーは原作より面白く感じる。
　補充説明の例としては、例えば第二回の原作と漢訳を見てみよう。
　阿善ノ政体ハ年久シキ共和政治二シテ其ノ行政部二ハ人民ノ公撰セル九名ノ行政官アリ
…（中略）…又斯波多ノ政体ハ立憲王政二シテ其ノ行政部ニハ二人ノ国王アリ（原作）
　阿善的是百姓作主的政体
4 4 4 4 4 4 4
　那行政部有九個行政官…（中略）…這們様子叫作共和政体
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
…
（中略）…這們斯波多不同
4 4 4 4 4 4 4
　占来是人君作主
4 4 4 4 4 4 4
　百姓也可参議的政体
4 4 4 4 4 4 4 4 4
　那行政部有両個国主
…（中略）…這們様子叫作立憲政体
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
（漢訳）
　これは阿善と斯波多の政治形式である「共和政体」と「立憲政治」について説明していると
ころである。その傍点から訳者の配慮が伺える。この配慮は「共和政体」と「立憲政治」につ
いての基礎知識の補充説明を加えた効果をあげていると考えられる。若杉邦子氏によれば、こ
れは原作と漢訳版の読者の知識量の違いによるものであるという37）。つまり、原作が仮定してい
た読者層は「明治の自由民権運動に奔走する青年達」であった。民権青年達は作品における政
治用語は説明しなくても当然理解できるわけである。漢訳版の読者層は、『清議報』の読者達を
想定していたのである。それは特に中国人であり、ハイレベルの知識を有する士大夫達であっ
たが、「近代政治」に関することになると、それらの知識は少なかったのである。即ち、政治知
識に乏しい清末中国の士大夫を対象とし、彼らの「近代政治」入門のために、漢訳版『経国美
談』は取り上げられていたのである38）。
　また、第二の調整方法は、原作の本意を離れて翻案に近い翻訳である。例えば、一番有名な
「春の歌」を対照してみよう。
春の歌
　見渡セハ　野ノ末　山ノ端マデモ　花ナキ里ソナカリケル　今ヲ盛リニ咲キ揃フ　色香
愛タキ其花モ　過キ越シ方ヲ尋ヌレバ　憂キコトノミゾ多カリキ　霜降ル朝二ハ葉ヲ損シ　
雪降ル夜二ハ枝ヲ折リ　枯レントマデ二眺メラレ　集リ會フ憂キコトノ　積リ積リシ其中
ヲ　耐へ忍ビシ甲斐アリテ　長閑キ春二巡リ逢ヒ　斯ク咲キ出ルゾ愛タケレ　世ノ為二ト
37）	 若杉邦子「『経国美談』論一政治小説の“伝播”に伴う変容について」、『中国学會報』第31巻、九州中国
学会、平成 5年、52頁。
38）	 同上。
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テ誓ヒテシ　其ノ身ノ上二喜ノ　花ノ莟ハ憂キ事ト　知リナバ何カ憾ムベキ　春ノ花コソ
例ナレ　春ノ花コソ愛タケレ
短剣行
　我有短剣嗤兮以斬佞臣　丈夫生世兮以救兆民　功耀日星兮気　凌雲　震天地兮驚鬼神　
是男児之本分兮是豪傑之偉勲　又何畏乎患難　又何苦乎艱辛　君不見　世界之擾擾悉豪傑
之風雲
　原文の「温和」の格調と漢訳文の「短剣」、「患難」、「風雲」の雰囲気は全く互換性がない。
ほかにも例がおおいが、矢野龍渓が描いた『経国美談』の「知的」且つ「優美」の主人公であ
る巴比陀は自分が歌った「春ノ歌」の格調とは一致である。しかし漢訳版になると、巴比陀の
造型は風雲と苦難と抵抗している英雄像になる。その原因について若杉氏は、漢訳版の訳者が
「英雄像」を描き出すために工夫したのは、清末の「時勢造英雄」39）論にあるとする。つまり、
漢訳者は清末に望ましい英雄のイメージを作品に反映させることによって、『経国美談』は課さ
れる「知育」あるいは徳を育むという義務も実現せさられた40）。
　さて、漢訳『経国美談』は中国でどの程度受け入れられたのだろうか。そのことについて、
1903（明治36）年 3月発刊の『新民叢報』第28号の「学界時評」に以下のような文章が見える。
　今新小説界中。若黒奴吁天録。若新民報之十五小豪傑。吾可以百口保其必銷。経国美談
次之。然龍渓固小説家之雄。如所撰浮城物語者。得詞章家以訳之。必有偉観。
　『学界時評』は『経国美談』を『黒奴吁天録』41）と『十五小豪傑』42）の次のように位置づけ
たが、『小説考証続編拾遺』の中で蔣瑞藻は
　経国美談。述希腊英雄復国事。能使読者精神振作。誠為佳作。訳者全用平語。明白暁調。
尤為得体。…（中略〕…経国美談。訳出最早。体例文字皆佳。而名反不彰。不可解也。十
五少豪傑。亦可與経国美談並称。
　と漢訳『経国美談』の文体を含めて高く評価した。
　漢訳『経国美談』は評価された他に、それを読んだ読者として、近代新作家梁啓超・李伯元・
39）	 清末中国は列強の侵略によって、「武」を求めるようになった。『経国美談』の出版する直前に、梁啓超
の唱えもあって、「英雄論」は賑やかであった。
40）	 若杉邦子　「『経国美談』論―　一政治小説の“伝播”に伴う変容について」、『中国学會報』第31巻、九
州中国学会、平成 5年、48頁。
41）	 1901年上海文明書局出版、林琴南訳、原本はストウ夫人の『アンクルトムズ・ケビン』である。
42）	 ジュウール・ベルネの”Deux	ans	de	vacances”を、森田思軒が英訳から重訳して『十五少年』とした
ものを底本に、梁啓超と羅普が漢訳して『新民叢報』誌上に連載したものである。
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邱菽園の名があげられる。亦漢訳『経国美談』は当時新文学と密接している胡適・周作人・郭
沫若・李健吾などの人達に深い影響を与え、新文学作家に大切な思想資源と創作インスピレー
ションを提供した43）。例えば、梁啓超が1902（明治35）年に出版した『新中国未来記』は、漢訳
『経国美談』の影響を受けた跡が明らかである44）。『新中国未来記』創作前、梁啓超は『経国美
談』と『佳人之奇遇』を二回に渡って推奨したのである45）。
　漢訳『経国美談』の受容のもう一面だと言えるのは、改良京劇版本『新編前本経国美談新劇』
の作成である。『新編前本経国美談新劇』の内容は漢訳『経国美談』に準じたものであり、スト
ーリー構成はほぼ漢訳版と一致している。ただ、さっき言及した政治の基礎知識の補充説明に
ついては、削除されている。若杉氏はその理由として、『新劇』の読者は既に漢訳版を読み、そ
うした知識を会得している人々だからであるとする46）。『新劇』は最初、李伯元が経営した小報
の『世界繁華報』や『遊戯報』などに掲載されたが47）、知名度は低かった。商務印書館の主編に
なったことを契機に人気小説家になった李伯元は1903（明治36）年に小説雑誌『繍像小説』を
創刊し、その創刊号に『新劇』を掲載した。その後、1904（明治37）年 8月15日の第18駒まで48）
掲載されたが、未完のまま幕切れを迎えた。49）
　『経国美談』は朝鮮語にも翻訳された。20世紀初頭が朝鮮の文明開化の時期であり、日本や中
国の作品、あるいは日本や中国を通して入ってきた欧米を中心とする各国の作品が、翻訳され
て紹介されている。『経国美談』もその中に含まれる。朝鮮語訳『経国美談』は新聞版と単行本
版 2種類ある。ここでは、布袋敏博氏の研究50）をもとに、この 2種類の概略を示したい。
　新聞版は1904（明治37）年10月 4 日から『漢城新報』の誌面上で連載された 4日、 6日、 7
日で第一回の連載が終わり、 8日、 9日で第二回、11日、12日、14日、15日、16日 5 回で第三
回、21日、22日、28日、29日、11月 1 日の 5回で第 4回の連載が終わり、11月 2 日の第五回が
掲載された。現存している『漢城新報』が1904（明治37）年11月 6 日の第1544号までで、その
後の資料は無く、11月 6 日以降に、朝鮮語『経国美談』の連載はあるかどうかは不明である。
43）	邹振環　『『経国美談』の漢訳と清末民初における影響』、『東方翻訳』、2013年10月、	51頁。
44）	 寇振鋒　「『新中国未来記』における「志人」と「佳人」―『経国美談』『佳人之奇遇』からの受容を中
心に」、多元文化 4、2004年 3 月、43― 56頁。
45）	『飲氷室自由書』、『清議報』第26册、1899年 9 月。「本館第一百册祝辞並論報館之責任及本館之経歴」　『清
議報』第100册、1901年12月。
46）	 若杉邦子　「『経国美談』論―　一政治小説の“伝播”に伴う変容について」、『中国学會報』第31巻、九
州中国学会、平成 5年、54頁。
47）	 魏紹昌　『李伯元研究資料』　上海古籍出版社、1980年12月、319頁。
48）	 漢訳版『経国美談』の第18回に相当するところまでである。
49）	 若杉邦子　「『経国美談』論―　一政治小説の“伝播”に伴う変容について」、『中国学會報』第31巻、九
州中国学会、平成 5年、43頁。
50）	 布袋敏博　「二つの朝鮮語訳『経国美談』について」　『近代朝鮮文学における日本との関連様相』　緑蔭
書房、1998年。
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この時点で連載された朝鮮語訳『経国美談』は日本語原作と中国語訳のどちらを底本にしたか
と考えると、日本語原作と非常に類似性があり、『清議報』とは一致しないと見られる。また、
その時、『漢城新報』掲載版は日露戦争の進展と合わせて、作品の斯波多を当時のロシアに見立
てて、その脅威から国を守るために、朝鮮は日本と手をむすび、日本指導を抑ぐことを求める
意図をもって、日本人主導のもとに訳載されたものであったといえる。
　一方、単行本版は1908（明治41）年 4月玄公廉によって翻訳され、右文館により出版された。
序の中で、前編は20回、後編は22回という形で編集された。これまでの先行研究によると、玄
公廉訳の『経国美談』は中国語をテキストとしているらしいということが確認できた51）。だが、
完全に漢訳版の『経国美談』に準拠したのではなく、章回数の違いや切り目の違いが見られる。
『漢城新報』掲載版の意図に対して、1908（明治41）年単行本として出版された朝鮮語訳『経国
美談』は、日本の保護国となっていた自国の国権回復・救国運動に挺身していた玄公廉が、斯
波多を日本に見立てるという本文の読み替えを行い、日本の脅威を訴え、強くなった日本の朝
鮮支配に抵抗し、自主独立を志向する朝鮮国民の意識を高めるべく刊行したものであるといえ
る。
　以上、『経国美談』の各篇及びその性格、時代関連、そして中朝訳版について述べた。それを
表にまとめると以下のようになる。
作者 題目 出版社 出版時間 注釈
原作 矢野龍渓 『経国美談』 報知社
1883／ 3
1884／ 2
漢訳連載
周逵?52）
周宏業?53）
梁啓超?54）
『経国美談』
『清議報』
（横浜）
1900 未完
漢訳単行本一 『経国美談』 上海商務印書館 1902 線装二冊本
漢訳単行本二 『経国美談』
漢訳単行本三
周逵訳述
韓文挙評本
上海広智書局 1907
漢訳単行本四 雨塵子55） 『経国美談』
漢訳単行本五 『経国美譚』 全編一冊本
51）	 布袋敏博　「二つの朝鮮語訳『経国美談』について」　『近代朝鮮文学における日本との関連様相』　緑蔭
書房、1998年、53頁。
52）	 阿英の推定である。『晩清戯曲小説目』、上海文芸聯合出版社、1954年 8 月、165頁。
53）	 馮自由　「興中会時期之革命同志」、『革命逸史』第三集、中華書局、1981年、148頁。また、山田氏の推
定によれば、周逵は周宏業の筆名である。山田敬三　「「清議報」誌上の漢訳『経国美談』―中国政治小説
研究札記」（『文化学年報』第 3号　神戸大学大学院、文学研究、1984年 3 月、202頁。）を参考。
54）	 馬祖毅と蒋英豪の推定である。詳細は邹振環の『『経国美談』の漢訳と清末民初における影響』、『東方翻
訳』、2013年10月、46頁を参考した。
55）	 中村忠行によれば、雨塵子は周逵の筆名である。『晩清における虚無党小説』、『天理大学学報』、第85輯、
149頁。
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 7号286
改良京劇版 李伯元 『新編前本経国美談新劇』
『繍像小説』
第 1号－34号
1903年 5 月 1 号－
1904年 8 月15日
前篇
朝鮮語訳 1 『経国美談』 『漢城新報』
1904年10月 4 日
－11月 2 日
朝鮮語 2 玄公廉 『経国美談』 右文館 1908年 4 月
おわりに
　『経国美談』は政治小説のジャンルに囲まれているのが紛れもない事実であるが、伝統的な読
本体歴史小説の形を継承したと見なされる56）。『経国美談』はギリシア古代史に基づく歴史小説
といっても単純なる翻訳ではなく、完全な創作でもない。両者の中間に立脚しているというべ
きであろう。また、明治初期における矢野龍渓の政治思想をそのまま展開しようとしたわけで
はない。しかし、矢野龍渓が説いた自由民権の思想は、時代の人々の憧れであり、さらに憲法
発布・国会開設を目標とし、その現実に敢闘してきた当時の青年達は、この「経国美談」に出
てくる英豪たちの意気に共鳴し、その活躍を礼賛したことにはうなずける。この意味で、『経国
美談』はその時代における青年志士を感化した力が満たされ、政治的な示唆も最初の動機と合
い、大成功を収めたと言えるであろう。矢野龍渓は『経国美談』の著書印税を洋行費にあたっ
て、政治視察のために欧州外遊を行った57）。著作料収による外遊を行うのは矢野龍渓が第一号で
あったという58）。
　『経国美談』の文体は中国文学の影響を受けた形跡が見られる。例えば、章節の布置は中国章
回小説の形をとり、「章」ではなくて「回」を使われ、毎回が「回目」59）を設置されたのである。
また、「漢文体」・「和文体」・「欧文直訳体」・「俗語俚語体」四体を合併して運用された。それぞ
れの特徴としては、典雅悲壮・優柔温和・緻密精雅・滑稽曲折が挙げられる。この考え方はこ
の後公表された「日本文体文字新論」の基礎となった。この点については別の機会で述べたい。
　『経国美談』は現れた志士像と理想像、さらに個人・国家の相互関係は矢野龍渓のほかの作品
にも染み込んでいる。これらの作品の性格は矢野龍渓のイメージを全体的に把握するための重
要な一環である。別の作品から矢野龍渓の「像」を絞りだすのは今後の課題として取り組みた
い。
56）	 加藤周一・前田愛　『日本近代思想大系・文体』、岩波書店、1989年 1 月、415頁。
57）	 小栗又一『龍渓矢野文雄君伝』、大空社、1993年 6 月20日、220頁。
58）	 野田秋生『矢野龍渓』、大分県教育委員会、平成1999年 3 月31日、114頁。
59）	 中国古代章回小説は基本的に全部「回目」を設置する。つまり毎回の題目であり、単文であったり、対
照された対句であったりする形がある。小説創作における中国独特の芸術表現形式と思われる。
